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はじめに

ありがとうございます

事例紹介の機会を頂き



自己紹介



自己紹介



自己紹介



事例紹介の姿勢

街づくり・地域づくり演劇論

ハードウェア：インフラ・拠点施設 大道具

役者・観客

シナリオ・台詞

主題・テーマ

主役：住⺠ –役者：交流 -観客：来訪者

地域経営・振興シナリオ

ビジョン：最終目的・地域の姿



事例紹介の姿勢

Why? Vision どうなりたいのか

How? ⽅法論 どう具体化したのか

What? 結果 何が得られたのか Having

Doing

Being



紹介事例の分析

どうやったのか？(手法)

結果はすごいか？(数字)

Why?-Vision-Being

How?-⽅法論-Doing

What?-結果-Having

どうなりたいのか

ＮＧな理由

上⼿くいかない時に応⽤が利かない



紹介事例の分析

どうやったのか？(手法)

結果はすごいか？(数字)

Why?-Vision-Being

How?-⽅法論-Doing

What?-結果-Having

どうなりたいのか

Why-How：志向性・Visionへ いかにアプローチしたか？

Why-How-What：目標をどのように設定したか？

Vision-⽅法論の接続が真っ当であれば、
結果は自ずから付いてくる



紹介事例の分析

Visionの3Dサイズ

志・志向性の高さ×広さ×深さ

結果の3Dサイズ

売上等の大きさ×持続性の⻑さ ×波及の深さ

∝



紹介事例の共通点

Why?-Vision-Being 域際収⽀の⿊字化

How?-⽅法論-Doing

地域経営の視点：内発的発展論
その持続→地域資源ブランディング

What?-結果-Having ⿊字経営・着実な波及

産直(資源活用)事業開発
地元資本によるテナント入居
地域商社機能の創造
（ノウハウの地元蓄積）

どう接続したか!?



能登食祭市場

出典：能登食祭市場公式ページ



七尾市中心市街地再生

Why?-Vision-Being 能登島定期航路廃⽌
→ふ頭来訪ゼロに

七尾駅

川淵通りの往来激減
路線バスのルート変更
→一本杉商店街の往来激減

中心市街地の衰退加速

出典：Google Map



七尾市中心市街地再生

Why?-Vision-Being

七尾JCが「市⺠⼤学講座」を開催
複数の専門家を招聘 ／ 複数回

キーコンセプト「マリンシティ」が発案

Why?：港町七尾の再生



七尾市中心市街地再生

Vision-⽅法論の接続

Why?：港町七尾の再生

キーコンセプト「マリンシティ」

ＷＦ開発先進都市への視察研修

S.F.・モントレーへ 計21回継続(のべ415人)

政財界の多くのリーダー層が参加・体験



七尾市中心市街地再生

Vision-⽅法論の接続

Grand Designの必要性
七尾JC「七尾マリンシティ構想」を提唱

Why?：港町七尾の再生

キーコンセプト「マリンシティ」

運輸省「ポートルネッサンス」で調整・合意形成



七尾市中心市街地再生

Vision-⽅法論の接続

Fisherman’s Wharf

七尾駅前再開発

シンボルロード
・沿道街並み整備

市街地への波及効果

目指したのは…

・都市としての軸性の再生
・成功体験の伝播
・都市ブランディング

GD「七尾マリンシティ構想」

出典：能登食祭市場公式ページ



七尾市中心市街地再生

How?-⽅法論-Doing

七尾FW「能登食祭市場」の事業開発
地元資本によるテナント入居

事業運営ノウハウの地元蓄積

能登国際テント村のイベント企画・開催
市⺠に対してVisionを可視化:擬似体験・期待値↑

業態開発・テストマーケティング

開業・第３回テント村を同時開催→集中効果



地域資源：食(海産物)-祭礼(演出・協働)

能登食祭市場

出典：能登食祭市場公式ページ



地域資源：食(海産物)-祭礼(演出・協働)

能登食祭市場

出典：能登食祭市場公式ページ



七尾市中心市街地再生

七尾駅前再開発

シンボルロード
・沿道街並み整備

市街地への波及効果

How?-⽅法論-Doing

入館者数70〜90万人/年

FW:能登食祭市場

GD「七尾マリンシティ構想」

出典：国⼟交通省・能登⾷祭市場公式ページ



七尾市中心市街地再生

FW:能登食祭市場

七尾駅前再開発

シンボルロード
・沿道街並み整備

市街地への波及効果

What?-結果-Having

花嫁のれん＠一本杉商店街
→TVドラマ、JR特別列⾞

空き店舗リノベ開業

市街地への波及

街づくり会社設⽴

⻘柏祭の⽇程・経路変更

出典：各公式ページ



のと千⾥浜

提供：羽咋まちづくり会社



地域商社化

羽咋市産業・観光再生

Why?：循環型産業システムの構築

JA農業塾

域内雇用

Brand型農業

菓子製造業移住・定住

出⼝戦略：道の駅

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する

産直
自社開発

農菓

Match

Why?-Vision-Being



羽咋市産業・観光再生

Why?-Vision-Being

画像提供：羽咋まちづくり会社

約225万人/年の観光⼊込があるものの

90%以上が⽇帰り・道路利⽤で通過型

域内経済への流⼊効果が極めて限定的



羽咋市産業・観光再生

Why?-Vision-Being

JAはくいが「自然栽培」を推進
「自然栽培実践塾」「のと⾥⼭農業塾」

全国から⻘壮年層が参集：８年で計490名

キーコンセプト「環境保全・自然栽培」に収斂

Why?：循環型産業システムの構築

→Ｉターンへ



羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

域内⼈財の能⼒を活かし、つなぐ

⾷⾁加⼯処理のノウハウ：害獣の特産ジビエ化

Why?：循環型産業システムの構築

自然栽培農家：羽咋農産物のブランド化

菓子店：地元農産物を活かした商品開発

JA直営ベーカリー事業：ジビエ活用

有名旅館シェフ：新たな飲食メニュー開発



羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

自然栽培：環境保全による次世代への継承

害獣対策：⾥⼭保全＋ジビエの特産品化

Why?：循環型産業システムの構築

自然栽培：ブランド化による営農収入の向上

害獣対策：⾃前の⾷⾁加⼯処理＋⾷材の確保

害獣対策：→ 特産品開発、メニュー開発へ

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する



羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

農業 ＋ 菓子製造業 ＋ 道の駅

＝農商工連携

Why?：循環型産業システムの構築

＝１次＋２次＋３次産業：広義の６次化

地域を挙げてマネジメント

確実な出口(販路)の確保、ブランドの維持・管理

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する

農菓マッチング



羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

Why?：循環型産業システムの構築

自然栽培作物など ジビエ肉

域内菓子店 自社開発 メニュー開発 ベーカリー

        出⼝戦略：道の駅        

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する



地域商社化

羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

Why?：循環型産業システムの構築

JA農業塾

域内雇用

Brand型農業

菓子製造業移住・定住

出⼝戦略：道の駅

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する

産直
自社開発

農菓

Match



羽咋市産業・観光再生

Vision-⽅法論の接続

産地元商社機能の開発

都市側のニーズ・ウォンツの的確な把握

Why?：循環型産業システムの構築

産品のブランド化：適正価格での提供

確実な出口(販路)の確保

品質の維持・向上と、ブランドの維持・管理

域内の異業種をつなぎ、出⼝を確保する



羽咋市産業・観光再生

自然栽培：環境保全による次世代への継承

How?：環境保全型農業 聖地化Project

自然栽培：ブランド化による営農収入の向上

市・JAが環境保全型農業(自然栽培)で提携
東京にアンテナショップを開設

自然栽培向け圃場整備

How?-⽅法論-Doing

画像提供：羽咋まちづくり会社



羽咋市産業・観光再生

How?：環境保全型農業 聖地化Project

市が食肉加工施設を設置・運営
地域おこし協⼒隊員による処理・⾷⾁加⼯

冷凍備蓄・販売

How?-⽅法論-Doing

害獣対策：⾥⼭保全＋ジビエの特産品化

害獣対策：⾃前の⾷⾁加⼯処理＋⾷材の確保

画像提供：羽咋まちづくり会社



羽咋市産業・観光再生

How?-⽅法論-Doing

道の駅「のと千⾥浜」の事業開発

物販・飲食直営でノウハウの地元蓄積

「農菓マッチング」開発商品群

画像提供：羽咋まちづくり会社



羽咋市産業・観光再生

How?-⽅法論-Doing

道の駅「のと千⾥浜」の事業開発

物販・飲食直営でノウハウの地元蓄積

米粉ロール 甘えび寿し のとししソーセージ

自社開発商品群

画像提供：羽咋まちづくり会社



羽咋市産業・観光再生

How?-⽅法論-Doing

道の駅「のと千⾥浜」の事業開発

物販・飲食直営でノウハウの地元蓄積

のとししミート バイキング

画像提供：羽咋まちづくり会社

⾃社開発メニューの一例

ベジブロス



羽咋市産業・観光再生

How?-⽅法論-Doing

道の駅「のと千⾥浜」の事業開発

地域資本によるテナント入居

画像提供：羽咋まちづくり会社

ジェラート 玄米粉ベーカリー



のと千⾥浜

提供：羽咋まちづくり会社



のと千⾥浜

提供：羽咋まちづくり会社

トイレ・情報案内
（24Ｈ）

防災広場

防災倉庫

ﾕｰﾌｫﾘｱ千⾥浜
（温泉ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設）

ちりはまホテルゆ華
（温泉宿泊施設）

のと⾥⼭海道
千⾥浜ＩＣ

地域振興施設

多目的広場

表現・伝達の一貫性を確保するため
当初からブランドプロデュース・デザイン

等のプロチームを結成



羽咋市産業・観光再生

道の駅「のと千⾥浜」

開業後12ヶ月で売上約3.6億円

画像提供：羽咋まちづくり会社

What?-結果-Having

開業後11ヶ月でPOS通過30万人達成



認識：イメージ・印象

説明しなくても 一瞬で 「ソレ」と判る

どんな
ポリシー・レベル
製品・品質・信用

なのか

強⼒・鮮烈な

ブランドとは



ブランド構築の極意

• ある高級ブランドの最高経営者、曰く

• ○○的でないものは、徹底的に排除する

• ブランディング（ブランド構築活動）とは…

– 付け加える活動（足し算・掛け算）ではなく

– そぎ落とす活動（引き算）である！

• ブランド構築のためになすべきことは…

– 徹底的に『際⽴つ』こと

• 他との「徹底的な違い」：唯一性・独自性

– ⇒ 純粋な存在価値(Being) ：軸を⽴て、ブレない



ブランディング ベネフィット

ベネフィット３分類
経営学者：デビッド・アーカー

カリフォルニア大学で名誉教授、別名「ブランドの神様」

※ Benefit：恩恵・利点・利得・特典

⇒ 直接の効果・効能・メリット

⇒ 得られるプラスの感情

⇒ 自分らしさ・スタイル

情緒的ベネフィット

自己表現ベネフィット

情緒的ベネフィット

自己表現ベネフィット

＞
＞

機能的ベネフィット



ブランドの法則

• ブランドには、重⼒がある
– ブランドイメージで惹き寄せる引⼒

–ブランドのシャワー効果
• 決して下から上に登れない重⼒

• ブランド価値は低下する一⽅通⾏
– 低位のブランドが、高級化することは無い

• 下位ブランドへの展開
– 高級ブランドを持つことで、下位ブランドへ優位に展開

– 優位な商品構成を裾野状に広げられる



まとめ

ビジョン構築から始める地域再生
施設・インフラは、舞台づくりの大道具

地域社会を持続的に変革するシクミの開発・定着を

地域産品の⽣産と出⼝（販路）戦略を同時に

「地域を表現する場」としての産直・道の駅に

地域をブランディングする志向が重要
ブランドは土俵・地域産品は関取の関係

ブランドのシャワー効果を戦略的に

ブランドは価値を適正に伝えようとする王道



ご清聴ありがとうございました

〜能登からの便り〜

域際収支を改善する「地域経営と地域ブランディング」


